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Ⅰエヒードの概念
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ドの実態、に関する党え書メキシコのエヒー
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地域的にいえばメ￥ンコ1 v')lfi'/t／；圧倒的に多く，
ユ l i' •.＇）関合
r.u也1;i'I'-ιJとv)1rir:,J :c L ヒー
中央部および南部のエヒードは大古JI分がこの型に
H
田
W
エヒ一 I c'.J荘L下電・＂.I型以
つ1:：，む，＇.（ 二tとしてメキシコ北部の人第2の型i土，属一「る。
従来イン戸ィオの定ft:村落がほとんI 1希薄地で，
したが／》て共同体的伝統に欠ける地方にどなく，
ヱ i二 『ドの慨之、
第 2に考慮すべきことは，農地改革に存｛1：一！一る。工じード（ejido)fl:メキンノ二lの；f;:J也改J何こ上 v タ C
よ sておrtこな i制度j として導入された工じード
；；ミ村社会噂入された独特の土地保有形態であり，
続民t也時代のモのl与民にある村j客共同｛本一」，rJ r (/) ／入, E ヒードを論ずるの lL削立で多〉ど） ) 
円ダー. ｛ンデ fヘナ（comunidadindigen8）あJ 1, つの点をまず考慮に入れる必要がある。第 iに，
るいはアステカH寺｛℃のカノI,・70リ（ca!pulli) との
法的にi士！ぷjじ枚今日のメキンコ cl）ヱヒ ドにi士、
前記の第 iぴ）型のエヒードは当然，関係である。発生史的に七機能的にi,Htj i処l二基ノ sL、て 1，.。カ
伝統的t:(村落共同体の再構成とし、う性格をあるとんかに異なる三極類のものが｛与在するとレうこと
しカ‘ L 農地改革によ •） て「制度」とし、どねするつ一－，1土、農地改革の初期（191S～；：-14主n仁であるに
カノL」プ 1)
一・インデ fヘナはあくまで別個のものであり，
1,j訂作相違点をはっきりさせて混同を避けなけれ
i工ぷらなL、。
してτ月：入されたエヒードと，伝統的な村j再共同体内延長のJ）こ〆〉くられたエ 1
ードであり，他i主力ルチートス（Lねar引（ぺ・，rdenaメ）大
統領ぴ）時代（！？問～40仔）に設立された新しい主！の
イン7ごイ寸の村洛共ずな~）t:., 工ヒードであるし
土地は全員の共宵であるが，耕作は各｜司f本では司
カノLプりは15, 16世紀のアステカ統治時代I‘ fjl）者自の；Irリ当地で、個りljに行なうのが原則であり，
土地ぴ） ｛ンデfオの村落社会の 般的な形態で，(/) 1Cヒードて、はこの形態を踏襲してし、るのに対L
カルプリは父系のクラン保有の単位である Ui1：ο JlJ,iJ経世りILT十ス；上エじードi二共同緋fL＼ 
一つのムラが一つのカルブnしiじであるといわれ，店（j者のコ二じ・ 1：ではliまf二‘,J)形態をさ尊人した
複数のカルプりかr,けで？完成される場合もありラ後者山こI 仁一給作物グ〕生~J二主眼カイj かれたか，
後者の場合もムラではなくカルi支る弱含もある。)jノ［.－；二ドでほ商i',lif物の生産にも力がそそがれ，
カルプリに属するブ！）が土地保有の単位である。十えはこの型i／）工ヒードか｜弓の民業生産山中心と
山林などの共用地とに分かれ，tJl:f.也と，士±｛邸主ラ1\t£!~ ふる，＜きも（／Jであるとしてこれをど育成した。
耕地は家族単位の割－当地に分けられて個々に耕作
薪JbctHJ也とし亡カルア！！｝共用地は狩華社月1,さ;IL,
Lこれ「バ）ヱヒードをそれぞれ第 lの＇t;空および第
1,-:tドjl二It出ゴc!1¥IJ乙＇）工じー｜と ilfぶことに fるJ
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の成員によって自由に利用された。 さらに，カノレ
プリの土地は他のカ／レプリの成員の手に移識され
ない， 2年関連続して割当地の耕作を怠った者は
その土地を没収される等の定めがあった。
植民地時代には副3:.および本国政府は植民者の
勢力伸張に対抗するためインダィオ住民を保護す
る政策をとり， インチィオの村落をスペイン本閣
のカスティーリャ（castilla）地方の村落の形態にな
らって再編成した。ミれがコムニダー・インディ
へナである。コムニダー・インデイヘナにj属する
土地には「ヱピードj と呼lまれる部分があるが，
ミれほ耕地でほたく牧草地， LI I林等ムラ入に共同
マ手I］用される上i也である。耕地はFステカ時代の
力JI／ ダリのtMtと同様ムラの共有であるが，耕作
は各自の吉1J当地で個}JIJに行なj〉れfこ。 17世紀以降
rシ工ング（hacienda；大農隠）の発達に伴V＇， コム
二ダー・イン戸イヘ十の耕地位しだいにアシヱン
グに吸収されてU、く傾向仁あず》た。そしてコム竺
グー・インデイノ、ナ｝こ属する士地とし亡は fヱヒ
ード iと居住地域のλぷ残った。耕地を失すたコ
ムニグー・インディ～ナの住民改 γシエング内で
λオン日けとして働〈ことによって生計を得てい
たものと推定きれる。 「エヒードjはメキシコの
独立時代、とくに 19世紀後半以後にはコムニダー
の成員の閣で分配されて私有地に転ずる傾向があ
-＇たポ， fィアス政権の時代（注4)には「エヒードJ
l土アジエンダに併呑されてしだいに消滅していっ
穴。アシエンダの支配の及ばない山間僻地のコム
ユダー・インディヘナでは，今世紀の農地改革の
時点まで！日来の状態が存続した。
農地改革の際に提唱されたエヒードは， もちろ
んこの植民地時代の「エヒード」とは内容を異に
する。農地改革のスローカンの一つに「エヒード
の返還」（restitucionde! ejido）という言葉がFてく
るため，かつての「エヒード」をそのままのかた
ちで復活させるかのごとき印象を与えるが， この
場合の「返還jとは，本来インディオのムラに属
していたがアシエンダに奪取された土地を，正
当な所有者に返還すべきであるという意味であ
る。しかも農地改革によるエヒードの形成は， f返
還Jよりも「識与」（dotaci6n）にその中心がおかれ
ている。これはムヲがかつて土地を保有していた
か確かに関係なく，新たにエヒードとして土地を
与えるものである。 さらにこの場合には既存のム
ラfまかりでなく， 工ヒードの土地を得る目的で新
たに集落を形成する農民の集団；こ対しても， エヒ
ードとしての権利を認めている。したがって今日
のヱヒードは， アステカ時代のカルプリや植民地
時代のコムニダー・インディヘナにおける土地保
有および利用tこ閣する観念を部分的には引き継い
でいるが，新しい概念を与えられた制度正してと
らえたければならたい。すなわ九今日のヱヒード
は， 一定の範開の上地の領有を国家によって認め
られた農民の地域集団（注目であり，その土地から
あがる収益は，成員の生計の主たる源となってい
る。そとでは土地保有の形態は共有，土地利用の
方式は，大部分のエヒード（第1の型）に関しては，
耕地を各エヒダタリオ（ejidatario：エヒードの成員〕
の割当地に分けて個別に耕作するというのが原則
である。エヒダタリオの割当地は，売買，賃貸借
の対象にならない等一定の制限のもとにおかれる
が，機能的には私有地と大差のない状態である。
ところでメキシコの農地改革では， エヒードが
唯一の土地保有形態として認められたわけではな
しエヒードとならんで小土地所有者（小農〉の育
成にも力がそそがれた。今日のメキンコの合法的
な土地保有の形態としては，，1、私有地（p明日efia
propiedarl），ヱヒード，コムニダー｛comunidad）の
6ラ
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3種類があげられている。小私有地とは後述する
一定の制限を越えない私有地のことであるが，実
際には「小jの名にあたいしないようなものもこ
こに含まれている。コムニダーは，その内容はエ
ヒードとほとんど変わらず， しばしばこれと同一
視されるし，統計上もエヒードに含めて扱うこと
が多いが，両者の相違点はその起源にある。すな
わちエヒードは「返還Jあるいは「譲与jの手続
によって土地を受けるのであって，いずれにして
も農地改革の推進にあたって国の認可を得て新し
く出発したものである。これに対してコムニダー
は農地改革前からすでに共有地をもっていたイン
ディオのムラであり，国はその権利を追認するに
すぎない。コムユダーの成員はコムネロ（comunero)
と呼ばれ，コムネロとコムニダーの関係はエヒダ
タリオとエヒードの関係と同じである。コムニダ
ーはエヒードと同じ法律の規制に服する。コムニ
ダーはもともとインディオの人口の多い地方で，
アシエンダの蚕食を受けなかった山間僻地にのみ
存在する位6¥
2. 以上で，エヒードをその背景にあるアステ
カ時代のカルプリ，植民地時代のコムニダー・イ
ンディヘナと比較して，相違点を明らかにしてき
た。次に今日のエヒードの性格，機能を簡単に要
約しておきたい。まずエヒードは次のような性格
をもつものと考えることができる。（1）一定の範囲
の土地一一領域である。（2）土地保有の単位である。
(3）自治組織である。（4）経済活動の場である。（5）地
域社会（注1)である。
(1）エヒードは「返還」あるいは f譲与jの手続
によって国から一定の範囲の土地を与えられた農
民の地域集団であるが，同時にエヒードに帰濡す
る土地自身をも指す言葉である。
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(2）エヒードが土地保有の形態であることはいう
までもない。これについてはEで詳述する。
(3）エヒードは農民の自治組織としての役割を果
たしている。メキシコの地方自治体としては州
(estado），ムニシピオ（municipio：費~）があり，その
下に自然村＝ムラ（pobladのがあるが，エヒ｝れま
ムラと重なり合う部分が多い。そこでこの荊者の
関係が問題となる。既存のムラが按となってエヒ
｝ドが構成きれる鱒1の型のエヒードの場合，
一つのムラに一つのヱヒードが存在するのが普通
であるが，後t乙ヱヒードが分裂して複数になっ
た場合もある。一つのムラに一つのエヒ｝ドの場
合でも， ムラとエヒードとは完全に一致するもの
ではない。ムラの構成員であっても小土地所有
者（p明ueyopropietario），非農民はヱヒードの成員
ではない（注B＼エヒードはエヒダタリオとその家
族によって構成されているといってよい。 したが
って自治組織としてはムラ単位のものとエヒード
単位のものとがニ重に存在している〈その実態につ
いては廻で述ペる〉。第2の型のエヒーれま，エヒー
ドの土地を得る呂的で新たに集落ができた例がほ
とんどである。すなわちエヒードが核となってム
ラが形成された。この場合はエヒードの組織が同
時にムラの自治組織をも兼ねるのであって，エヒ
ードとムラの組織がニ重に存在する前者の場合と
異なる。
(4）経済活動の場としてみた場合，第1の型のエ
ヒードは大部分がいわゆる f個人エヒー引い:jido
parcelario）であり，ヱヒダタリオは各自の割当地
で自由に耕作，収穫する。したがってここではエ
ヒードを経済活動の単位とはみなし難い。エヒー
ド銀行から融資を受けるための組織としてソシz
ダ一件iedad：信用組合〉は存在するが，生産，販
売，購入の面での協同組織は存在しない。これに
Ⅱ農地改革立法の展開とエヒード
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対して第2の型のヱヒードは，通称「集団ヱヒ－
f' J (ejiclo colcctivo）と呼tまれるものであるが（注9入
とどでの融資，生産，販売，購入等の協同組織と
してはソシエグーがこれにあたり， エヒードは土
地保有の単位あるいは住民の自治組織として機能
する。 この場合のエヒードとソシエゲーはきわめ
て混同されやすいポ， このように本来組織として
別のものである。はじめは一つのエヒードに一つ
のソシエダーが存在するのが普通であるが，後に
人口増加その他の事情によってソシエダーが分裂
し，複数の、yシヱダーができる。 この場合に経済
n動の単位はヱヒードではなくソシエグーであ
る。前記の「集団エヒードj とは，生産，販売等
を共同で行なうソシエダーのことを指しているの
であり，厳密には「共同経営のソシエダー」とい
うべきものである。
(5）地域社会としてヱヒードはどういう位置を占
めるものであろうが。第 1J）型のエ i三一 1：の場合
t土，地域社会としてのまとまりを示すものはムラ
であり， ヱヒードの存在はそれを強化することで
はあっても， ヱヒードがムラの機能を代替するも
のではない。地域社会の連帯を示すいちばん重要
た行事法フイエス夕刊esta ，ムラの守護神の~！））で
あるが，これはヱヒードの範囲を越え，非エヒグ
タリオ，非農民を含むムラの構成員全体で祝われ
る。一方第2の型のエヒードでは，エヒードがそ
のままムラであり，地域社会を儒成しているとし、
うことができる。
(l]) プ、ベ「メ征月日前 l乃メキシコ中央部を支配（
ていたアステカ族の統治形態は，問じ時期の南米イン
ワ帝刊のような中央集権的な紘一！i：家て；tなく，レ〈
－） かの部族目立家の頂点に立ち，それらかム貢物を徴収
する最強の部族国家というべきものである。したがヰ
てそのE士会組織であるハ ルプりも P ス，ヵ菌の制度と
して存在するのではなく，自生的なものである。
（注2) clan ：単系血縁集団によってほ戒とれた
〉どの政治的，宗教的機能をもっ集問。
（注3) 一般に，債務によって身分的に拘束されて
いるアシエンダの賎業労働者。在住J オン（permaca司
会illadoあるいは peonde afio）と，w在住 f ぞオシ（pe,,n
alquiladoあるいは pe6nde tarea）とあり，前者はア
ジヱングの1m減内仁往A，生活を全1[1i的にアシ L ンダ
い依存［ている者。後者はアシエンダ外のム予〈コム
品ダー・インデイヘナ〉に住み，アシエンダの賃労働
兵として覆われるr.で，身分（Iりに拘束されてレるとは
し、L、難いがアシエンダで穣われる以外に生活の手段を
当事われている。
（注4) メキシコ革命前のデ ,fT ス（PorfirioDiaz) 
大統領の独裁政権の時代， 1876～1910年。
Cl主5) locality group: K'.!c村にあっと地域的な絞
！日によって形成されて l,，る集白iの総科、｛l'社会学七典.JI
有斐閣，昭和41年〉。
（注 6) l ムニグー仁属する土地！百i績はm全体では
4%にtぎないが，南部太平洋側のオアハカ｛Oaxaca),
ゲレロ｛Gu白rrero）両州ではそれぞtl34%,23%に途
Jる。（l¥fanuelGonzalez Ramirez, La R即 olucirin
Social de M.<xico Ill: El Problema Agγaγio (Me• 
xico, 1966), p. 386) 
Ci注7) communityあるレtj: local community: 
ふこに住む人々が，多少ともなんらかの面識があるよ
うな一定地域内で，日常生前の大部分を営み，かつ壬
n役会に対［すて帰属室、滋をもっ場（，，そうしfこれ会去
一般に「地域社会」と呼ぶ。 （泉情一他編『現代文化
に煩っと 3' 人間の rL会 i』， ［十'II I苦干lc'
( it 8) ゴヒダ匂リ 4寸伺：L'iに，J、fl‘有Jtlを持／〉者 4
いる。ただしその場合エヒダ空リオの割当地面積以上
の弘有地をJ'!rっとエヒダタ担オとしてのfi絡を失う。
（注9) 出発持尽に行いて「集団エヒード」であって
も後に「個人品ヒード」に転化したものが少なくなし、。
I 農 地 改 革 立 法 の 展 開 と エ ヒ － F
ヱヒードはメキシコの農地改革の産物である
が，農地改革自体が明確な一つの理念に導かれて
遂行されたものではなく，種々の政治勢力の消長
とともにt-f余曲折の道をたどって今日にいたって
いる。したがって各時期の指導者によって農地改
草に対するとりくみ方， エヒードに対する考え方
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にかなりの差ポみられる＂ 次に農地改苦手の各時期
ごとに， ニEヒードに対する考え方がどのように変
化してきたかを，農地改革立法の展開を中心にた
どることにする。
1. メキシコ革命の初期段階における指持者マ
デロ（FranciscoI. Madero）は， l!HO年にかれの政
治網領である→Fン／レイス案川ande San Lu 
表したο Vi；長力当ら成る斗の案の内容I士，かれの運
動のスローがンである「公正な選挙」（sufr叫 ioefec-
tivo）と l-H：一内選J(no-reeleccii',n）の原則を箆イける
政治的な L勺 βおもだが‘ 壬の第九条で民地問題
についての見解を述べている。それによれば， 186:J
年の「米関畿地に関する法律J(Ley巾 terrenosbal-
di叫 t注li 内乱用によっ、ご， 19世紀末J:J米インディ
オ農民ぴJじJil1）； かれらのF／；込ら奪わjtて大i地所
有者のもとに集中していったが， それを本来の所
有者に返還すべきであるというのが基本原則であ
る。こ二ではエヒードとし寸言葉はまだでここな
いが，「本来日）現有者ヘゴ）上地の返還J.l: 1，ウサン
ルイス案の方針こそ， 大多数の農民を革命勢力の
側につける年リ｜力となったものであるけ
メキシコ／ノ片ィーの南♂）仁レロス（Morelo引州を
中心に農民を組織し，社会改革を要求して立った
農民運動の指導者サパタ（EmilianoZapata）は， 1911
年にかれの綱演としてアヤラ案（Plan必 Ayala）を
発表し口、合 この中でかれば，マテ日山行動は
サンノレイス案の農地問題に関する基本原則に背い
ているとして，革命の最高棺導者としてのマデロ
の地位を否認するとと ιに，新たに農地改革の立
つの基本原則を確認している。すなわち，（1）正当
な所有者から奪われた土地をもとに凹複するこ
と。（2)-1・ シ丁ンダの土地のス分の 1は、公共の利
用（utilidadpil、lica）の名げ｝七とに有償℃J創立一｝る。
68 
接収した土地は，（1）の措置によっては十分な土地
を得られなかった者（個人あるいはムラ〕に対して
エヒード，コロニア（colonia）あるいはフンド・レ
ガル（fundole閉めとして与える。 13）この案に反対
Jるアセンダード（hacendado：アシエンダ所有者），
シエンティフィコ（cientifico：箪命前のディアス独裁
政権下の特権階級〉，カシーケ（cacique：地方の政治ボ
ス）の財産は無償で接収し国有化する（注2¥
以上のようにミの調預は，土地保有に関して旧
秩序の大幅な変革を目指すものである。 ここで注
蛍すぺきことは， サンルイス案の「正当な所有名a
にu也を返還するjという原則に加えて，新たに
エヒード， コロニアあるいはブンド・レガルとい
う形態の土地の創設が提案されていることであ
る； 1ロニアは私有地， フンド・ Lガルは居住地
i戒と r-;えられるが， ここでし、うエヒードはし、かた
る性質のものであろうか。 さきにみたように植民
地時代のコムニダー・インデイヘナにおける「エ
ヒードJは耕地ではなく牧草地， 山林としてムラ
人に共同で利用される土地であるが， ここではエ
ヒードは耕地として考えられていることから，閉
じて lでードとレろ吉葉を使ってL、るが，従来の「エ
ヒ－ f'Jの復活ではなく，全く新たな土地保有形
態の創設がもくろまれていたといえる惟3¥ 
サパタ派の農民運動は，ときのカランサ（Venus噂
tiann Carranza）政権にも影響を与え，農地改革に
関するかれらの主張の一部は 191S年 1月6日の農
地法， 1917年鑑法第27条に織り込まれているo農
地問題に関するサパタ派の考えはアヤラ案以外
にう会議派政府 u・ 4 ）が1915年H)Jjに発表した農地
改革法その他によってさらに明らかになる。 これ
らはいずれもアヤラ案の基本原則に基づき， それ
金総足するものだが、 ノj、穂、有地として掴入iこ与え
られる F士t也あるL、［土エヒードとしてムラに1チえら
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れる土地は他人に譲渡されないこと， てヒー F＇の
土地は各耕作者に割当地として分割されること，
小私有地あるいはヱヒードの割当地の面積は 1家
族の生計を支えるのに十分なものとすることなど
が定められてし、る（はs〉。以上から，サバタは土地
保有の形態として小私有地とエヒードの併用を提
案しており，ヱヒードはいわゆる［個人エヒード」
の形態を考えていることがわかる。 さらに土地を
抵当にして高利貸資本に頼る ζ とから生ずる弊害
を避けるため，操業信用制度の確立の必要性を説
き， 消費者協同組合，生産者協同組台の形成主奨
めている。
ユ 1915午 1J 6 nの農地法it，と〈？の下院議
員＇＂＇イス・りブしラ（ Luis℃abrera）；こよ 1 て起草さ
れえものだが， 1912年l三Jlにがれが議会に提出し
た「メキシコの労働？？の奴隷的状態をな〈すか？菜、
としてω，ムラ円ヱじードの再構成J(La recons-
1ruじci占nde Ins ejidos de los pueblo, como medioィle
suprimir la esclavitud clel jornalero mexicano）に関
する法案の趣旨説明によ〆】て、 カイレラグ）農地問
題に関する見解がわかる＇ Lt6 l 0 かれも，i、農の保護
育成を政策の一つに掲げているが ぞれ以前に緊
急に解決を要する問題としてー ア乙ヱンダ内に住
む設業労働者（〆ぞオ＞）の窮状を訴え，かれらを救
済するためにエヒードの再構成を提案している。
こ三でいうエヒードも旧来の「ヱヒード」と異な
れ耕地を対象としたものである。すなわちアシ
エンダの在住ペオンにヱヒードの士地を与え， そ
の土地からあがる収穫は，農業労働者としてのペ
オンの日給を補充するものとされる。かれによれ
ば，アシエンダの在住ベオンに小私有地を分配し
て一挙に自作農化することは不可能であるから，
従来どおりのペオンとしての日給に加えて生活補
助手段としてエヒードの土地を与えようというの
である（注7）。
:1. 1915年 1月6日の農地法とそれを大部分継
承している 1917年鑑法第27条がメキシコ農地改革
の基本法であり，出発点である。温法27条の土地
問題に関する基本的な見解は， メキシコの領土内
にある士地と水の所有権は本源的に（originalmente)
閑に属するものであり， 私有地；土凶が七J也を私人
心移転、して私有権を生ぜしめたものである。 した
かつて国は公共の利用のぞ：のもとに私有地仁一定
J）制限を付し， あるU、はこれを接収することがで
きるというものである。これによー pて大土地所有
は制限され， 土地をもたt1いムラ』こ対してはエ仁
一iごの土地が与えられる。 この場合かつて土地を
保有していたか否かiこカの込わらず， 現在土地をも
たぬすべてのムラは必要な土地を得る権利があ
;:i o HJ本i'tJに J 'ti)ムヲがヱヒードのt：地を得る
には i返還j と「譲与iのアてつの方法があり，’第
！の場合は， 三当該のムヲがかつて土地を保有して
いた三と， およびその土地が非合法的に奪われた
三とを証明する文書を提出する必要がある。エヒ
ー Fの土地を欲するが上記のことを証拠だてるこ
とが不可能なムラは，第2の方法である土地の
「譲与」の申請を固に対して行なう。そして現実
にはこの第2の方法がヱヒード形成に際して主流
となった。エヒードとしてムラに譲与すべき土地
は， 当該のムラの中心から半径7キロ以内にある
公有地あるいは私有地がこれに当てられるが，公
有地があればまずそれを優先し， ない場合には私
有地を接収する。 この場合「小私有地」は常に尊
重されなければならない。接収した私有地に対し
ては国が補償する。要するに大土地所有を制限し
てヱヒードと小農を育成するというのが基本政策
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であり， このと2合のエヒードは椋ti'.:地時代の r:c 
ヒード」のiJ:活で、はなく、主rたな制度内導入であ
る。 これらの民地法および憲法は立志派のガ弓ン
サ政権のもとで公布されたものであるが， サパノJ
等；HU取の勢力士抑えるために， かれ「＇v＇）農地改
革：を中心とする社会革命の思想、をあるていど先取
りしてit：制｛じしたものといえるc
,1. 19ユ0｛ドにオブレゴン（AlvaroOhreg,m）が d女
権に就いてから 1931！年末カノレデナスが大統領に就
くまでの時期がメキシコ農地改革の第 I段階で，
前記しつ基本方針にそって土地の再分配がすすめら
れたさオブレ：ゴ、ンおよび次のエリアス・カリエス
(Plutarco Elias Calles）の政権下には，エヒー！ごの創
設、運営ふるいは私有地の制限に閉して具体的f仁
頃lJの制定ペl立法化が行なわれた d その中に工ヒ
ードおよ口、布、有地に対する為政者＇（｝） 考えをλるこ
とができるc
Jと寸ヱ 19三（） 「エヒード法J (Ley de Ejidos）で
は． 「返j宝」あるいは「譲与」の手続によって士
j也.~ 1!t ることができる J.t'.11喜＜＇. •I U を規定し，マ1仁ダ
ケゾイー l人当ノそりに与えられる土地面棋は，地J[;,
l:Jt:. え日夜f専の条件を考慮したうえで、そこかん
あがるi収益かノ二主労働に対してその地）Jで通常支；
払われる賃J：イ）三倍；こ相当すると L、うことを係長1]
とした。 またti主収の対象とならよい、私有地の限界
を50ヘクタールと定めてし、る。
lJ日 ffJ〕「ノ；ミi也に閉するよ見定J (Reglamento A-
grarioJではエヒー Iごの土地面積をさじに明示的に，
ヱヒゲク！）寸 l人当たり，天水虫I也で定期的かっ
ト分it降雨のある土地にJ八、ては；1～5ヘケター
ル， それ以外の天水民地は 6～ 8ヘケケ ・－｝レとし
た－，また段収の対象からはずされる私有地の最大
而障は、（1imRt地あるいはi昼間地は 150ペケター
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ノレ，（2）天水農地で定期的かつ十分な降雨のある土
地はお（）ヘクタ恥ル，（3）それ以外の天水農地は500
ヘクタ r ルとされ，その他に（4）工業原料用の特定
員作物を生産する農場も対象外とされた。
1925 "F－の「エヒードの土地の割当ておよび割当
地の世襲に！泌するfi-;J (Ley Reglar蹴）ntariasobre 
Iミ巴partici,m de Tierras Ejidales y Constituci,in de! 
Patrimonio Parcelario Ejidal）は，この時期のエヒー
ドに対する考え， 「個人エヒードjへの志向が砂i
維に：！｝＇／，われて Lパるものとして重要である。それま
でにつくられたエヒードは，耕作地に関しては：事
実 l二割当地に分けられ， 各自がArnにそれを耕作
すみか式がとられていたが， それにはっきりした
法的根拠を与えたものである。この立法の意図は，
W1J'-'J地の吉1］替えの思恕、を否定し，割当地に対する
エヒダクリオーの散襲の権利を国が保証することに
よって， ヱヒダタリオおよびその家族の生活の安
定をはかること，およびヱヒダタリオが土地に対
して資本を投下し生産を増加させる意欲を刺激す
ることである。同時に，エヒードの担当地が私有
地と異なりさまさまの制限一一ー譲渡されなし、，売
買，拡当の対象とならない，分割されない等
のもとにおかれることも明文化された。
19:H年に制定された農地法典（C司 igoAgrario) 
で，それまで個別に出されてきた法律や諸規定は
一本化された。ここではヱヒードの土地に関して，
耕地はtリ当地に分けられるが， il林，牧草地，水
その他の自然資源はヱヒードの共有財産として全
体に属すること，ヱヒダタリオ I人当たりのおF地
面積は薩i段地 4ヘクタール，天水農地8ヘクター
／レとすることが定められた。また割当地の相続権
者も定められた。エヒードの創設に際しては，全
国農地委員会（Comisi,mNacional Agraria）の裁定に
したがって， ヱヒードのk地は居住地域，山林，
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牧草地等に区分され，さらに学校の割当地 (it9）と
して 1区画を当てること，各エヒダタリオの割当
地は抽選できめるべきことが定められた。以上の
手続がとられた後は，各エヒード内でエヒード執
行委員会が選出され，ヱヒードの共有財産の管理，
運1誌の任にあえる。
5. カノレヂナス大統領の政権下の 6年間 (1935
～40年）はメキシコ農地改革の鱒2段階であり，
エヒードの創設ばそれ以前の 20年間に比して大幅
に前進した。量生的には， 1915年から；；4年の20年間
にニじヒードとして農民に与えられた土地の総箇積
は9%万9frj：＼ヘクター／レ，土地を得たヱヒダタリ
オ数98万6571，エヒダタリオ 1人当たり 10.1ヘク
タールであるのに対して， 1935年から40年の 6年
間にはエヒードとして与えられた土地 1760)39139
ヘヴタール、ヱヒダタリオ数77万1640, 1人当た
り22.9へクケ一yレに上
それまで農I也改革の対象から除外されていた商品
生産良業地j戒にも， ヱヒードを導入したことであ
る。それ以前に農地改革の対象とされたのは，中
央部あるいは南部メキシコのトウモロコシ生産を
主とする自給作物中心の農業地域に限定されてい
た。これらの地域は古くから発達した農業地域で
あり，インディオの射落共同体の伝統が強く，概
して人口調密である。これに対して前者は， 19世
紀末以後に発達した新しい農業地域であり， i整甑，
機械化，大規模i経営により商品作物を生産し，国
の経済発展に重要な貢献をしてきた。 したがって
これらの地域にエヒードを導入して耕地を伺々の
エヒダタリオの割当地に分割すること， あるいは
小私有地に分割することは経済的に破綻をきたす
という理由で，農地改革のメスを入れることは避
』：n，れてきたQ
これらの地域で生産の減少を伴わずにヱヒード
を創設する唯一の方法は，私有地における企業的
農業と同じ規模の経営単位および財政的基礎をエ
ヒードにも与えることである。経営面では，耕地
を各ヱヒグタリオの割当地に分けて個々に経営す
るという従来のヱヒードの型（第1の型）をとら
子に，協同経営の形態を導入した。その中心は生
産の協同化（ないし集団｛りであり，その場合収益は
各エヒダタリオの労働に応じて分配されるべきも
のとされた。財政面では 1936年にエヒードのみを
対象とする金融機関として国立エヒード信用銀行
(Banco Nacional de Credito Ejidal）が設立された。
エヒード銀行からの融資を得るためには， エヒダ
タリオは信用組合口ソシエダー（sociedadlocal ere・－
dito ejidal）を組織することが必要とされた。カJレ
デ、ナスが新しい型のエヒードを導入した主要地域
には，エヒード銀行の地方支部（sucursal）が設け
ムれ，そこではヱヒ－ F銀行はたんなる融資にと
どまらず， ソシエダーを通して組織運営の面での
指導を行なうという役割をもった。通常一つのエ
ヒードに一つのソシエダーがつくられ，エヒード
とソシヱグーの包摂する範囲が一致するが，エヒ
ードはtJ也保有の単位， ソシヱダーは経営の単位
である。すでに農地改革の第 l段階でつくられた
第1の型のエヒードにおいても， この時期tこソシ
エダーが組織されたが， この場合には生産の協同
化の試みがなされることなく， プシエダーはエヒ
ード銀行からの融資を受けるに際してのみ機能し
ている。
カノレデナスのエヒードに対する考え方は， 1936
年11月にかれが発表した国民に対するメッセージ
に最もよく表われてし、る位11）。それによるとエヒ
ードこそ闘の農業生産の単位として中心に置かれ
るべきものとされ，一方私有地の存在も合法的な
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ものとして丹確認してはいるが？ ヱヒー Iiよりも
相対的に重要性の！氏いものとしかみてし、江レ。 二
れはさきにλたようにエヒード全，農民のノ j / 
としての日約に加えて生活の栴助手段とみえよナ 0
えや，ヱヒグケリオが将来はノト上地所千fr当に移行
するまでの暫定的な措置とする~·えと対照的であ
るコまたそこでの生産活動は， Zt米（／） T.ヒ一 1に
おけるよう tc1'給中心ではなく、 If~ ,n経済合体に
とって戦略的に重要な良産物を生産一j→べさ fしり E
されるQ 19:lfi年にはじまる北部の代1:c的な綿f't地
帯ラグー十地lく（、omarcaLagunera；への工ヒード
の導入は、 ケル戸十スの行なった諸改革のなかで
も， 1り：l8年J〕イ」油産業国有化に次いで同期的江も
のである。 カルト十スの時f℃に第三の引のエヒー
ドの形成が行なわれた主fこる地域司 主要作物およ
び年代は以下のとおりである【註12：、（第 l同）。
I 1）ラゲー十地｜く コアウ fラ（Coah口ila）州お
よびドゥヲ二ゴ（Durango）十！し 綿花， 19:Hi年。
(21ユカノ守ン（Yucat;ζ'en）一一一ユカタシ＋IL J 、ドケ L
〈世131, EJ:l7年。
13）ヤキ（Yaquij河流域 ソノラ（Sonora)1H，小
Jc:，綿花， 19:37年。
7之
、，pf j
 
j
、
(4）ロンパルジア（Lombardia）お上びヌヱパ・イタ
リア（NuevaItalia）一一一ミチヨアカン（Michna-
can）介i，米， 1938年。
(5）ブヱルテ（Fuerte）何流域 シナロア（Sinaloa)
十H，綿花，サトウキど，米， 1938年。
(i, カノレデトスに代わってカマチョ（AvilaCト
mac!叫が政権につL、た1940年以後今日までは良地
己主阜の;:i3階段とされる。 この時期にもエヒード
の新設は続けられてし、るが， その害lj台は力ノレチナ
ス-WI(7) fi年間に比べてずっと少ない。その理由と
して， 中央部あるいは南部の古い農業地域ではす
でに！：地分配の対象とすべきアシヱンダは存在し
江くなったこともあげ九れるが， なによりも為政
古たhの基本（f'.)t姿勢が，農地改革はすでに上地
再分配の段階を終わり，農業生産の増大を口おし
た総介的な農業政策を打九IfIすべきであるという
)j向に立っか （） である。 したがってこの時期には
大規模tirlU既ペ〉機械化の促進， t井地面積の増大に
政策の重点がおかれたリ交訟而では， 19:14年の京
地法典はその後数回の改訂を経， El4:l年に現行(7)
民地法典が制定された。
1 !J,1:l年の農地法典では，ヱヒードの士地を得る
地域集団の資格， およびその成員でヱヒダタリオ
の権利を得る個人の資格にっし、て定めてL、るのそ
れによるとヱヒードの申請をするムラ（新Lくつく
られた集落の場台は除く）は，ヱヒードの申請の時点
より少なくとも 6カ月前から存在してし、たこと，
および＇.：；（）名以上の有資格者を有することが条件で
あり，個人につL、てはメキシコ国民であって，男
子は既婚背あるいは lfi歳代上の独身長v女二子i主家
汁の主たる維持者であり， I, 、ずれも申請の Gカパ
以上tiIからそのムラに居住してし、たことが条件と
される。 また農業によ J Bて暮らしをたててし、るこ
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¥, および -;t限直こ以上J）私布地， !H1ギーを；寺たれ
いことも必要である【山へ A カムラ（地域耳＂HDが
エヒードゲ）資格を失うのは，そのi元民（有資格ぢ）数
が減少してlけれを［ごった場｛；－であり， 三［：守乍！J
寸it, 連続三斗i問’,If!！：川也を主！Hfしたか r 》／こJ:t¥(;',
めるレJ土｜集lイ｜工！二一 l、jなんば共1,;Jf1ソ長を；，~：.》
た場合にその懐手ljを失うり
その他iて二日）農地法典（／）内 ＇Z{- に r~l Lて；；及 J,< 
き点i上灯、 tiしりとむりであるz ゴ： I：ゲケ！） ;j-c!) ;liJ 'L¥ 
j出rf1H点： t『;y/＇枕lfuC、日持i也） I土1｝’＼ケケャ ／レ，だ；］＜.
民地；t三（）、ヶ 7ー／しと改め r,l11これ
象どよい＿.， 1 ( ¥ 、私有地，J)lit大而砧；し
-'7" j麦ヰえの主、f
i笹t現地点、ィ＇.， ＼、
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Ⅲエヒードの組織と運営
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田 エヒードの組織と運雲寺
以上，農地改革立法の展開を中心に，エヒード
に対する考えおよび政策の変遷をみてきた。それ
？は現実のメキシコの農村でエヒードがどのよう
に機能しているか，筆者自身の調査に基づャてそ
の実例を次iこ紹介 iる注1）。以下の 1および2の
例は，それぞれ第 lの型，第2の型のエヒードに
該：LIするLのである。
l. オアハカ（Oaxaca)州は i布部太平洋flUJに位置
し，全国で最もイ Lチ fオ人口の多いチ！？である。
全体に山がちであるが，十M府オアハカ市を中心と
jるオアノ、ヵ中央：1;地は豊かな士壌と温本nt，；.、気候
に車、まれ，古くから農業中心地として聞けた。人
I l問密であり、 イl，ゴィオの付7容共同体の伝統が
り郎、。農業以外に斗れといっえ産業はなく，農業
はエヒード，小私有地を問わず零細な規模で行な
わAL，農法も旧態依然fこるものである。良主人口
1人当たりの生産額の州平均は，全国でも低いほ
うれら 2呑めである（第1表）。
サンチアゴ・エトラ（SantiagoEtla）はオアハカ
中央盆地にあるムラで， オアハカ市とメキシコ市
を消ぶハイウェーからわずかにはいったところに
ある。ムラには同名のエヒード・サンチアゴ・エ
トラが存在する。ムラの人口は 976人 (it2 l，有業
人口（258人〉中農業人口（兼業を含む）は77%を占
める。植民地時代から存在したムラであり，かつ
てはムラの共有地をもっていたがアシエングによ
ってしだいに蚕食され，農地改革前には居住地域
のみがムラの土地として残った。 1916年1I flにエ
ヒード「譲与」の申請を行ない， 17年に認可を得
たが，実際に土地を取得したのは18年3凡である。
近隣のアンエンダあるいはランチョ（rancho）位3)
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の士地を合わせて 400ヘクタールの土地が譲与さ
れた。伸。ヘクタールの土地はすべて可耕地〈天水
袋地〕とされているが，実際にはそのうち200ヘク
タールのみを耕地として各ヱヒダタリオに割り当
て，政り 200ヘケ乍ールi土牧草地として共同で利
用している。
ヱヒ ド創設当時のムラの人口は 416入，エヒ
ダタリオの権利を取得した者は 92名であった。各
ヱヒグケリオの割当地の大きさは， その家族人員
数に比例して定められた。割当地に対する権利の
相続は，法律上 1人（配偶者，年長の子の頗〕に定
められているが， 実際には割当地は複数の男の子
に分割される慣行があった。すなわち名目上は割
当地の継承者は I人であるが，息子が一人前にな
ると父親は自分の土地も残しておきながら割当地
を息子たちに再分割する。したがって割当地の細
分化がすすんだが，最近ではこれ以上再分割せず
に1人の息子に継がせるように変わった。エヒダ
タリオの権利の正当な継承者のみでなく， このよ
うな割当地の再分割を受けた者もムラ内では一般
にエヒグタリオと呼んでいるが， これらを合わせ
て現在ムラiこは 141名のエヒグタリオがおり， そ
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の古！出地面積の平均IJ:l. fi4へク守ール（最大4；渇ヘ
クタール，最小0.5ヘクタール〉である。サンチアゴ・
エトラのムラには小私有地を有する者が？延べ11名
いるが，その大部分がエヒダタリオであり， その
而積も 0.5～ 2ヘクターんとかろ僅少なものにす
3 Iよい。いわゆる小土地所有者は二名で，ゴ（） ，、ク
ターノレていどの土地告と有する自作機である。 工ヒ
ゲタリオのA巴子で， さきに述べた割当地の＼1分割
を受けていない者は，外に就業の機会を見ゥけて
梯Jきに出るか、 あるいはムラ内でエヒダヲ 1）寸や
小土地所有者のもとで農業労働者として働く。こ
こでいう農業人口にはエヒダタリオ，小土地所有
計三農業労両者の 3種類が含まれる。ここでは小
土地所有者もヱヒードの牧草地を共同に利用して
L、る
サンチアゴ・ヱトラの農業生産はトウモロコシ
とアノレフアル 7-yが中心であるう トウモロコシは
向給用のほか版売にもセわされみの販売；土公機関
であるコナスポ（CONASUPO：消費物資供給公社〕
を通じる場台と， ム弓 1：来る仲買人を通じる場合
とある。アルフアルフアは飼料として全部ムラ内
で消費さh司 さらに不足分を近隣のムラカ‘ら購入
している。ほとんどの農家が乳牛を飼育し， ここ
では牛乳および乳製品（バター，チーズ〉が現金収
入源として最大のものである。ム 7内に乳製品の
加工を専業にする者もあるが，一般農家で同時に
乳製品加工を北業に行なってヤる者ーもある。農具
はユ釦ンタ（yunta）と呼ばれる， 2頭立ての午につけ
た型を用い，耕転にトラクターを使用する以外機
依は使われなし、。
自治組織としてはヱヒードの組織とムラの組織
とが存在する。エヒードには総会1.asambl田区eneral),
執行委員会（consejo de administraci凸n），保安委員会
(conse』ode vigilancia）がある。総会はエヒダタリ
オ全員で構成され，執行委員，保安委員の選出，
そのほかの重要問題の討議を行なう。必要に応じ
て適宜開かれるが， 2カ月に 1回ぐらいの頻度で
ある。執行委員会は執行委員長（presidente），書記
（討田町tar,o），会計係（tesorero）の三役で構成され，
それぞれに補欠がおかれる U 執行委員長は通称コ
ミサリアード・ヱヒダル（comisariadoejidal）と呼ば
れ，外部に対してヱヒードを公的に代表する者で
ある。保安委員会も執行委員会同様，委員長，
記，会計係から成り、それぞれに補欠がおかれる。
保安委員公の主たる任務は執行委員会の活動を監
視することである。阿委員会の委員の選出にあた
サてはど組の対立候裕を立て，勝ったほうを執行
委員，負けたほうを保安委員とする慣行がある。
いずれも任期は 3年で再選は許されず，無報酬で
ある。かつてはエヒダタリオのうち 60名がソシオ
(socio：組合員）となザてソシエダーを組織し，エヒ
ード銀行からの融資を受けてし‘えが，現（Eこの、／
シヱダーは名目的に存在するのみで全く機能して
いない。
サンチアゴ・エトラのムラはエヒードが中心に
なっているが， エヒードの枠組にはいらない部分
があるの すなわ士ゾト土地所有一者，農業労働者，非
農民の存在である。非農民は商人のほかオアハカ
rHiこ通勤する勤め人がかなりいる。 これらを包括
するムラとしての自治組織がエヒードの組織とは
別に存在する。サンチアゴ・エトラt土自治体とし
てはムニシピオ・サン・ロレンソ・カカオテベッ
ク（SanLorenzo Cacaotepec）に属しているが， ムニ
シピオの行政組織のサンチアゴ・ヱトラ支部とし
てアヘンテ（agentemunicipal：部落長），書記，会計
係およびそれぞれの補欠がおかれてヤる。その役
割は上部組織との連絡，必要経費の調達，国勢調
査の下請け等である。ムラ内の選挙で選ばれ，任
7ラ
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期は 2年，無報酬で再選されない。またムラ内の
治安維持の責任者としてアルカルヂ（akalde）とそ
の書記および補欠があり，任期 1年，無報酬であ
るい現在ア〆、ンテとその書記には商人がな、てお
っ， アノレカノレヂにはニ巳ヒダタリオがなっている。
社会生活の場としてサンチアゴ・エトラをみた場
台、エヒードをう丸に汗んだムヲが『一円れまとま
った地域社会を構成しているとみるのが妥・当であ
ろ 7。ムラの守護神［ぬmto）の然りである 7 （エス
タ（品目ta）は，ヱヒグタリオばかりでなく小土地所
有者， 手十：呉氏を含め iそf也域社会どしてのム勺の団
怖を示す仁内である
三． ソノヲ（Sonora!J十｜は国の北阿部にいγ｛し，カ
リフォyレニア湾に面している。広大な海岸平野は
た部分が乾燥I也で，人iiは希薄で、あるO 大河ヤキ
,y Gqui）河の「流を潜慨した，州内南部ず）総/fi積22
万ヘクターノレにおよぶ「ヤキ河瀧概地Iぇ.J(Distrito 
ル h'ie宮odel Rio Yaqui），士，大尉関経常にヒリ小麦，
綿花， トウモロコシを生産し， jli]の一大農業中心
地となってL、る。宗主主人口 1人男たり v汁H巨額は
HI平均で I7196α）ペソと，全l斗第2位，オアハカ
州の10倍になる（第1表）。この地方の原住民はヤ
キ（Yaqui）族というう力を追う狩猟民であり、定住
農耕が発達するのは今世紀になって謹i慨が普及し
てがらであるらした均hってこの地方の村落はし‘ず
れも歴史が新しく，住民はほとんど他の地方から
の入植者である。
二の地方にエヒードが導入されたのは 19:l7年で
ある。エヒード銀行の指導によってソシヱダーが
組織され， すべて共同経営と Lて出発した3 しか
し40年代から 50年代にかけて大部分のソシエダー
はしだいに個人経営へと転化してL、った。通常そ
れは個人経’常を希望する者が分離して男！！のソシヱ
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ダーをつくるというかたちをとった。個人経営を
希望する者が続出した理由は， まず第 lIこ自分の
割当地で自らの裁量にしたがって耕作を行ないた
いという小農民的願望が強かったこと，第2に能
力の有無にかかわらず， だれでも同等の権利を有
し，平等に収益の分配にあずかることに対して，有
能な有ーは反発したことがあげ九れる。さらに「個
人化Jの誘因として，共同経営を円滑にすすめて
いく 7えで必要不日J欠な有能な指導音が欠如した
こと，および40年以後の政府の政策が，共同経営
のソ ζJt グーを積極的に保議育成していくもので
ない二と ι指摘しなければならない3 現在ヤキM
J葎j陵地区には，エヒード銀行の融資を受けるソシ
ヱダーがゆ存在するが， そのうち共同経営は三~）
のみ，共同経営から個人経営への移行形態あるい
は混合形態が二つ，他はすべて個人経営である。
移行形態とは，ソシエダーの内部に共同経営を行
なうグループと個人経営のゾシオが並存する場合
である 3
調査対象に選んだケチェウエカ（Quechehueca）の
ムラit准殺地区のほぼ中央に位置するr ムラω人
口は1960年のセンサスでは2827人，現在は約4000
人と推定される〔目 4)。ケチェウエカは行政単位と
しては， この地方の中心部市シウダー・オブレゴ
ン（CiudadObreg(m）を首市（cabecera）とするムニシ
ピオ・々へメ（Cajeme)Iこ属する。行政上の仕事は
すべてカヘメ役場に属し， ケチェウエカのムラを
代表する役職（部謀長のよろな〉は存在しなu、。こ
の場ft-ムヲの自治機能を代替しているのがヱヒー
ドやゾシエグーの自治組織である。すなわちケチ
ェウエカはヱヒードが中核となって成り立ってい
るムラである。現在エヒード・ケチェウエカとエ
ヒード・ヱノレ・アギラ（El1¥g口ila）の二つのヱヒー
ドがあり， それぞれの内部が二つのソシエダーに
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分かれてU、るい
1930年項のケチェウエカには15戸ほどの農家が
あったにすぎず，農民改アシエン夕、のペオLとし
て働いていた。 33年に20人の農民が集まってエヒ
ードの申請を行なったが，実際に土地を授与され
たのは？，7年10月である。当時のムラの人口は 1000
人たら f，エヒグタリ才の権利を取得した者は 18:3
名であった。譲与された土地の総面積は 5152ヘク
タール（そのうち濯概地i士2双渇ヘクタール〕， 1人当た
り28ヘクターノレ（港紙地12ヘクタール）の割合であ
る。現在までにエヒードの土地はすーベて濯殺地と
なったっエ l：ードの創設と同時にヱ［ニード銀行の
指導のもとに共同経営のソシエダーがつくられた
ポ， 1()4何年にエヒードは〈同時にソシ .cダーも）ケ
チェウエカとニ巳ル・アギラのニつに分離した。前
者はヱヒダ I）寸（ソシサ 10:l名で共同経営を維持
し，後者はヱヒダタリオ（ソシオ〕 80名で個人経営
lこ変わった。日年にはソシヱゲー・ケチェウヱカ
はニつに分かれてソシエグー・ケチzウエカ・コ
レクティーが（QuechehuecaColectiva，ソシオ数43名）
とソ乞エダー・ケチ工ウエカ・ヌメロ・ウノ（Que・
chehueca N umero 1，ソシオ数60名）となり， ソシエ
ダー・エノレ・ Tギラも同じころ二つに分離した。
そのうち共同経営を維持しているのはソシエダ
ー・ケ＋ェウヱカ・コレクティーパのみである。
エヒードおよびソシエダーの分離に際しては，そ
れぞれのエヒグタリオ数あるレはゾ／オ数に比例
して土地を分割した。
エヒードには執n委員会と保安委員会とがあ
り，とiLぞれに委員長，書記、会計係がおかれて
いる。エヒード・ケチエウエカの場合， 執行委員
会の委員は多数派の、ノシエグー・ケチェウエカ・
ヌメロ・ウノの中から選び，保安委員会の委員は
少数派内ソ手コ：ダー・ケチ＿L 1／エカ・コレクア f
ーパの中から選ぶのが慣例となってU、る。任期は
3年で再選も行なわれる。エヒードの総会は月 1
1吋と定められているが， 実際iこは役員の改選のと
きぐらいしか聞かれない。 ここではエヒードより
も，経済活動の単位としてのソシエグーのほうが
より重要な役割をもっている。 ソシエダーにも執
行委員会と保安委員会とがあり， それぞれに委員
長，番記，会計係がおかれてu、る。やはり任期は
3年で再選も行なわれる。 ソシエダーの執行委員
長は通称ソシオ・デレガード（sociodelegado）と呼
ばれ，ゾシヱグーを代表する人物である。エヒー
ドの役員とソシエダーの役員とは問一人物が兼任
する場合が多い。
ソシエダー・ケチ J ウエカ・コレクティーパは，
現世40名のソシオがその構成メンバーである。ソ
シエゲーに属「る耕地は12仰ヘクタールで，小麦，
綿花， トウモロコシの 3種類の作物の栽培を順ぐ
りト二行ない、 年によって大豆そのほかの作物を間
に入れる。農作業は除草と収穫の一部を除いてす
べて機械化されてヤる。農機具類はすべてソシエ
ダーの所有である。 ソシエダーは常に賃労働者を
雇用するが，最も入手を要「る綿花の摘みとりの
時期にはその数は 500人に達する。かれらの多く
は中央部の諸外｜から出稼ぎにくる季節労働者であ
り， なかには家族ぐるみで当地tこ住みつヤてしま
う者もある。 これらの労働者のためにテハパーナ
（均avana：掘立て小回と呼ばれる簡易宿泊施設が
ある。
エヒード銀行からの融資は前払金（anticipos）と
利益金（utilidades）とに分かれるが，前払金は生産
に必要な諸経費として各農作物ごとに計上され，
農作業の各時期に分けて支給される。返済はすべ
て生産物で各農作物ごとに清算される。利益金は
生産物を収めた際』こ前払金を返済した差額として
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支払われるもので， これがソシエダーの純収益と
なる。利益金はソシエダーに一括して支払われ，
それを40人のソシオで平等に分配する。以前は実
労働日数にしたがって分けてし、之が， 54・.tf以来Sf'
等に分肥するようになった。 ソシオ l人当たりの
年間収入は平均3440ドルとメキシコの農家 1戸当
たりの収入としてきわめて高いものである。 ソシ
エダーの役員の報酬は，ソシオ・デレガード（執行
委員長〉，執行委員会書記，保安委員長がそれぞれ
日給：lOペソ（2.4ドル〉をゾシヱグーから受けるが，
そのほかの委員は名目的なもので実際に仕事をし
ていないから無報酬である。そのほかにソシエダ
ーには労働肢替（jcfede trabajo －一通称マヨルドー
モ（mayordomo）と呼ばれる），機械保全係 (jefede 
taller凶），倉庫係 (jefede almac出 ista）の役職があ
， 
句。
ソ乙エダーの総会は原ftlJとして毎週日曜に関か
れ， この日は農作業は休む。総会では上記の役員
の選出のほか， 重量作業の年間計画の作成および進
持状況の総折、 l：部機聞の決定事項の報1 ソシ
エグーの共同資金の出費の承認等が行なわれる0
40人のソシオは全員出席する義務があるが， 出席
できなL、場合lま身内の者を代理に出すことが認め
られている。エヒダタリオの権利の相続は，法律
の定めるとおり配偶者向，年長の子の！｜聞に 1人に継
がれ，分割されることはないつしたがってここで
はニ， 三男以下がエヒダタリオ（したがってソシエ
ダーのソシオ〉になる可能性はきわめて少ない。エ
ヒグタリオ（メシオ〕の息子でヱヒグ守リオ〈ソシ
オ）になれたい者は，農業労働者として髄~，ソシ
エダーから日給を支給されるのが普通である。現
在のソシオ，jQ名のうちの大多数は， 1937年のソシ
エダー訓設以来のソシオである。このことはソシ
オの老齢化を物語るものであり，現に15名のソシ
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オ（老人，病人，女性）は実際の農作業に従事せず，
息子たちがかれらに代わって働いている。
以上は共同経営を維持するソシエダー・ケチェ
ウエカ・コレクティーメの伊lであるが， ここでは
ソシエダーは多数の賃労働者を雇用する企業にも
似た存権であり， ソシオは株主に擬せられる。－
Jiヤキ河かんがu、地区のほかのソシヱダーは現在
では個人経営のものが圧倒的に多い。そこでは，
ソシエダーが実際に機能するのは銀行から融資を
受けるときのみであって， あとはソシオは士地私
有者E変わりなν。そしてソシオの中でも経営能
力のすぐれた者は，仲間のソシオ（エヒダタリオ）の
割当地を賃借して事実上白分の耕地を増やして大
規模経営の利益をあげている。この地方のヱヒ」
ドは，創設当初はエヒダタリオ 1人当たりの耕地
面積は10ヘクタール前後であったが， その後漕献
の普及による耕地の増加が著しく， 多いととろで
は1人当たり50ヘクタールにも達する割当地を有
する場合もでてくる。ヱヒダタリオの中にはこの
ような広い土地を管理運営する能力に欠付る者が
多く，収入を浪費し，ついには自分の割当地を土
地私有者あるいは同じエヒダタリオ仲間に賃貸し
て生活する者がでてくる。そして飽人に賃貸した
自分の割当地で， 自分自身は賃労働者として働く
という珍現象が起こる。 これらの事実は，この地
方にエヒードを導入した当時のカルデナスのえが
いた構想からは遠く隔たっている。しかし，政府
の農業政策が共同経営のソシエダーを積極的に保
護育成していこうというものでないかぎり， この
傾向f主将来ますます強まるばかりであろう。
(lt 1) 詳しくは，拙稿「メキシコの農村一一一つ
のエヒードの調査からJ（『アジア経済ム第四巻第3
弓， 1969年 3月）， 100～120ベージ。
(/12) 1966年の集長十。
(fl 3〕 アシュンダとランチ留の間には明確な区分
Ⅳ若干の問題点
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はないが，どちらかといえばアシエンダより規織の小
さいものをランチヨという。
〈注4) 季節労働者の移動が多いため正織な数績を
つかみにくい。
IV 若干の問題点
以上で， メキシコのエヒードとしてニつの系舗
のものがあることを指摘し， それらが農地改革の
過程でどのようにして出現したかを明らかにし，
さらに二つの事例によってそれらの現状を紹介し
た。最後に， これらのエヒードの現状をその設立
当初の意図と比較してどう評価すべきかが問題と
なる。
まず第1の型のエヒードについてみれば， Eで
みたように農地改革の推進にあたってエヒード創
設の意図が首尾一貫していたとはいい難い。 しか
し総じていえることは， アシエンダのペオンであ
る農民の窮状を救うためにかれらに耕地を与える
こと， あるいは急激な社会変革を目ざす農民運動
を抑制するために，かれらの要求をあるていど受
け入れてとった政治的措置であること等， どちら
かといえば受身の姿勢であり，政治的，社会的性
格が強い。そこでは社会正義の実現と民生安定が
なによりも意図されたのであって，国民経済全体
の立場からみた総合農政的な観点はない。
第2の型のエヒードでは， エヒードを社会問題
を解決する手段とみるばかりでなく， 1歩すすめ
て経済活動の新しい様式として打ち出している。
エヒードの制度としては第1の型と同じ基盤に立
っているが， ソシエダーの組識を通じて共同経営
の方式を採用し，私有地における企業的農業と同
じ経済的効果をエヒードで示そうと意図した（第1
の型のエヒードでも共同経営を排除しているわげではな
い。どの方式に従うかは各エヒードの自主的選択にまか
されているが，実際に共同経営を行なっているところは
ない）。
第1の型のエヒードは今日の農村の社会制度，
自治組織として定着し， Eでみたような割当地の
実質上の細分化，零細化という問題はあるが，概
して民生安定という当初の政治的意図には応えて
いる。しかしこれはエヒード部門に関するかぎり
いえることであゥて，問題はむしろエヒードから
はみだした農業労働者の増大にある。一方エヒダ
タリオの割当地の私有地的性格はますます強ま
れ経済的にはニ乙ヒダタリオは零細な土地私有者
に近い存在となっている。ここではエヒードの存
在意義は，在民の自治組織としての機能と，土地
保有に関して国の保証があるという点に求められ
る。
第2の型のエヒードは， これらの地方における
企業的農業の発展に伴い， さきにみたように共同
経営は崩壊していくばかりでなく，個人経営に移
行したソシエダーにおいて全く違法な土地の賃貸
借｛arrendamiento）の事実がみられるように，制度
としてのエヒードさえ形骸化しているといえる。
エヒダタリオと農業労働者との格差は第1の型の
場合よりもさらに甚だししエヒダタリオの一部
はここでは大農場経営者記している。
〈調査研究部〉
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